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流域治水とグリーンインフラの関係

■令和２年７⽉ 社会資本整備審議会 答申（抜粋）
「気候変動を踏まえた⽔災害対策のあり⽅について」〜あらゆる関係者が流域全体で⾏う持

続可能な「流域治⽔」への転換〜

○自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進めて
いく グリーンインフラの概念を取り入れつつ、流域治水を進めるべきである。

○流域保水・遊水機能の保全・再生や耕作放棄地を含む水田・農地の活用・保全は生物の生息・
生育・繁殖環境の保全や創出に有効に機能すると同時に、治水対策としても有効である場合が
ある。

○流域治水を進める上で、生態系ネットワークに配慮した自然環境の保全や創出、かわまちづくり
と連携した地域経済の活性化やにぎわいの創出など、防災機能以外の多面的な要素も考慮し、
治水対策を適切に組み合わせることにより、持続可能な地域づくりに貢献していくべきである。

○災害復旧・復興の際に、気候変動の影響を考慮することに加え、生態系ネットワーク等に配慮し、
場が持つ多面的機能の発揮も意識し水災害対策を進めることが望ましい。

■令和3年４⽉ 衆議院 国交委員会 特定都市河川浸⽔被害対策法等の⼀部を改正する法律案
に対する附帯決議 （抜粋）

○流域治水の取り組みにおいては、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの考

えを推進し、災害リスクの低減に寄与する生態系の機能を積極的に保全又は再生することにより、
生態系ネットワークの形成に貢献すること。
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令和3年4月28日 成立

附帯決議（１４項目）

三 流域治水の取組においては、自然環境
が有する多様な機能をいかすグリーンインフ
ラの考えを普及させ、災害リスクの低減に寄
与する生態系の機能を積極的に保全又は再
生する ことにより、生態系ネットワークの形
成に貢献すること。
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特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（流域治水関連法）

流域治水の推進にあたっては、
環境分野の取り組みも重要



グリーンインフラとは
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グリーンインフラとは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境

が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組

多様な機能



生物の生息・生育の

場の提供

水質浄化

植物の蒸発散機能を通じた

気温上昇の抑制

良好な

景観形成

土壌の

創出・保全
農作物の

生産

水源涵養

雨水の貯留・浸透による

防災・減災

グリーンインフラとは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境

が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組

自然環境が有する多様な機能

グリーンインフラとは

国⼟形成計画（平成27年8⽉閣議決定）
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グリーンインフラを取り入れた流域治水

流域治⽔プロジェクト × グリーンインフラ

地域振興防災・減災 環境
■貯留機能保全区域を創設し、沿川の保⽔・
遊⽔機能を有する⼟地を保全

■治⽔対策における多⾃然川づくり
■⾃然環境の保全・復元などの⾃然再⽣
■健全な⽔循環系の確保(⽔環境)
■⽣物の多様な⽣息･⽣育環境の保全・創出に
よる⽣態系ネットワークの形成

■魅⼒ある⽔辺空間・賑わい創出
（かわまちづくり）

■河川環境学習の促進
■インフラツーリズム事業者との協働による
賑わい創出、地域活性化

■ミズベリング・プロジェクトの推進による
賑わい創出、地域活性化

自然環境が有する多様な機能を活用し、
持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める
グリーンインフラを取り入れた流域治水の推進

河川環境分野で可能な取り組みの事例
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流域治水×グリーンインフラ 河川環境分野の取り組み

河川事業と公園事業の共同事業により、河
川の洪⽔調整機能を備えた多⽬的遊⽔地と
して整備

環

境

地
域
振
興

地域と⾏政が⼀体となり整備した⼤規模湿
地再⽣

池を中⼼とした⾃然とのふれあいや、スポーツ
などの⼼⾝を育む場（世界規模のパークラ
ンや吹奏楽部を誘致した⾳楽祭など開催）

休耕⽥の湿地化の活動を⽀援するととも
に環境学習、研究拠点として活⽤

コウノトリ⽶はブランド⽶として⾼値で取引され、
バードウォッチャーなど、年間約7千⼈が訪れる

川とまちが⼀体となった地域の憩いと賑わい
の場を創出

⽔辺を愛する多くの⼈を巻き込み、まちと⽔
辺が⼀体となった魅⼒ある街づくり
（ミズベリングでみんなをつなぐ）

・⽔辺の健康増進プログラム（ピラティス）
・SUP上での⽔上ヨガ

⽔辺を⽣かした地域の賑わいを創出

河川の改修にあたり⾃然環境や周辺景観等
と調和した川づくり 市街地の貴重な安らぎ空間として利⽤

⽔辺での遊び、⾃然体験・学習の場として
⼦供達の健やかな成⻑⽀え育くむ

防
災
・
減
災
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市民の憩いの空間として機能する

グランモール公園提供 横浜市

提供 横浜市

提供 横浜市

畑の土を深く耕すことによ り
、保水・浸透機能と生産 性
を高める試験的な取組

出典:横浜市提供資料、グリーンインフラ総研

提供 横浜市

○横浜市では、SDGｓ未来都市計画、中期４か年計画、環境管理計画、水と緑の基本計画、下水道中期経営計画等の 各種計
画に基づき、分野横断によるグリーンインフラの活用を総合的に推進。

○グランモール公園（2018年再整備）では、浸透側溝や保水性舗装、植栽地等から地中に浸透させた雨水を雨水貯留 砕石に
保水させることにより、樹木や保水性舗装からの蒸発散による微気象の緩和、樹木の良好な育成、緑陰の形成 を促し、憩い・
賑わい空間の形成、暑熱緩和対策、浸水対策等の機能を発揮。

○公園の新設や更新の機会に合わせたレインガーデンや、浸水対策・水循環の再生を目的とした雨水浸透ますの設置、 農地の
保水・生産機能を高めるための基盤整備等にも取り組み、流域全体における雨水の貯留浸透機能の向上を図る ことで、気候変
動に適応した減災の取組を推進。

流域全体での雨水貯留浸透機能の活用（神奈川県横浜市）

レインガーデン

広場や園路を改良し、周辺
の雨水を集めるレインガー
デンを整備する ことで保
水・浸透機能の向上と植栽
の良好な育成を図る

農地での作業状況

提供 グリーンインフラ総研

側溝・保水性舗装から入った雨水は、雨水
貯留浸透基盤により地表までしみ上がり、 蒸
発散作用により気温の低減効果が発揮

流域治水×グリーンインフラの取組事例
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➣ 本明川は、上流は景勝地の富川渓谷があり自然探勝や行楽に訪れる人々の憩いの場となっています。また中流は、諫早市街地を流れ、水辺には河川公園や遊歩道が整
備され、散策や水遊び釣りなどに利用され、沿川住民に親しまれています。下流は、桜づつみや、自然干陸地ではフラワーゾーン・クロスカントリーコースが整備され、
地域が主体となって水辺の賑わいの創出が行われています。

➣諫早市の「新幹線開業を活かした諫早市魅力創出行動計画」において、駅前公園整備による新たな親水空間の提供、本明川散策路整備による回遊促進を具体的な取り組
みとして設定しており、概ね今後６年間で天満・永昌地区でのかわまちづくりをすすめるなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進す
る。

凡例

大臣管理区間

既設ダム（県）

建設中ダム（国）

浸水範囲

（昭和３２年７月洪水実績
と同規模の洪水が発生した場合の浸
水範囲想定）

治水メニュー

グリーンインフラメニュー

天満・永昌地区かわまちづくり

かわまちづくり（水際環境の創出）

【全域に係る取組】
・地域のニーズを踏まえた賑わいのある水辺空間創出への連携支援
・森林の保全・整備事業へ支援（保安林・民有林の保水能力の機能向上）
・豊かな森づくり基金による民有林の継続的な森林整備支援

●治水対策における多自然川づくり
生物の多様な生育・生息・繁殖環境の保全
河川景観の保全

●魅力ある水辺空間・賑わい創出
天満・永昌地区かわまちづくり

●自然環境の保全・復元などの自然再生
湿地や草地の保全・創出（ビオトープ）、貴重種等の移植

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
民間協働による水質調査
小中学校などにおける河川環境学習

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

本
明
川

位置図

河道掘削
河道掘削

本明川ダム建設
（実施中）

諫早市

堤防整備
（引堤）

本明川→

護岸整備（河道拡幅）

小ヶ倉ダム

掘削､護岸整備（河道拡幅）
堰改築 等

雲仙市

諫早湾干拓調整池

山口谷川砂防堰堤
建設(実施中)

【長崎県】

【長崎県】

【長崎県】

かわまちづくり（駅前公園整備）

かわまちづくり（管理用通路の整備）

湿地や草地の保全・創出（ビオトープ）

生物の多様な生育環境の保全
河川景観の保全

本明川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～急流河川本明川の治水対策・急激な水位上昇から自ら身を守る防災・減災対策～

●グリーンインフラの取り組み 『川と触れ合い、親しめる潤いのある水辺空間の整備 』

自然干陸地 フラワーゾーン

貴重種等の移植

小中学校などにおける環境学習

生物の多様な生育環境の保全

生物の多様な生育環境の保全
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生物の多様な生育環境の保全



※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

本明川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～急流河川本明川の治水対策・急激な水位上昇から自ら身を守る防災・減災対策～

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た

更
な
る
対
策
を
推
進
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●グリーンインフラの取り組み 『川と触れ合い、親しめる潤いのある水辺空間の整備 』

湿地や草地の保全・創出（ビオトープ） 長崎河川国道事務所

貴重種等の移植 長崎河川国道事務所

生物の多様な生育環境、河川景観の保
全

長崎河川国道事務所
長崎県

天満・永昌地区かわまちづくり
長崎河川国道事務所
諫早市

森林の保全・整備事業への支援
長崎森林管理署・長崎県・諫早市・
雲仙市・森林整備センター 等

民間協働による水質調査 長崎河川国道事務所

小中学校などにおける河川環境学習 長崎河川国道事務所

地域のニーズを踏まえた賑わいのある水
辺空間創出への連携支援

長崎河川国道事務所

中長期中期短期

工程

実施主体

グリーンインフラの取組

対策内容区分


